
今年度は、⽇本教育オーディオロジー研究会上級講座もwebを中⼼とした研
修を⾏います。このようなときだからこその研修を皆様とつくりあげていきた
いと考えます。動画配信中⼼の研修であるため、お好きな時間にお好きな講座
をお好きなだけ視聴することが可能です。どうぞご参加ください。

関東教育オーディオロジー研究協議会事務局 Email: kantouea@gmail.com

⽇本教育オーディオロジー研究会
2020年度上級講座のご案内

■主催：⽇本教育オーディオロジー研究会
（担当：関東教育オーディオロジー研会://www.normanet.ne.jp/~kantoeaa/) ）
お問い合わせ先

申し込み・詳細はwebをご確認ください
＊コロナ禍の中での運営のため、企画・運営の変更がある場合もあります。
随時HPをご確認ください。

〈QRコード〉

受講料 3000円（学⽣は無料です）

⽇本教育オーディオロジー研究会会員
＊会員でない⽅は、事前に⼊会をおすませください。
年会費1，000円は参加費と同時に振り込むことができます。

対 象

2021年1⽉15⽇（⾦）〜 3⽉31⽇（⽔）
期間中はいつからでも参加できます。

期 ⽇

内 容 ・動画配信を中⼼とした研修を⾏います。パソコンあるいは
スマホで視聴可能です。
＊参加者同⼠の意⾒交換を講座専⽤MLで⾏う講座もあります。

研修内容（予定）
オープニング講演：

教育オーディオロジーの役割（元筑波技術⼤学学⻑ ⼤沼直紀先⽣）
特別講演：

聴覚閾値の向こうにあるもの（東京医療センター 南修司郎先⽣）
セルフアドボカシーの指導（医療法⼈さくら会 福島邦博先⽣）

専⾨研修：
・発達障害や知的境界児の聞こえとことばの問題（岐⾩県⽴揖斐特別⽀援学校 ⼩川征利）
・⽶国で学んだ専⾨教育と国内外における当事者研究（筑波⼤学 ⽮部愛⼦）
・聴覚活⽤と聞き取り労⼒（茨城⼤学 ⽥原敬）
・ことばのききとり評価を実施するにあたって
（⼤阪府⽴中央聴覚⽀援学校 ⽊村純⼦・同志社⼤学 中瀬浩⼀）
・難聴児の⾔語指導・⾔語評価（福岡国際医療福祉⼤学 平島ユイ⼦）
実践報告

ヒヤリング／コミュニケーションストラテジー〜指導の実践報告〜
＊研修内容は随時追加予定です。


